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インターネット型大学院における 
質保証の事例 

高等教育質保証学会 第3回大会  
セッション１：高等教育の先端的動向と質保証 

２０１３．８．２４＠京都大学 

ibstpi 理事・日本教育メディア学会第７期会長・日本教育工学会理事・ 教育システム情報学会 
理事・日本医療教授システム学会（JSISH）理事・日本e ラーニングコンソシアム名誉会員 
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本日のメッセージ 
熊本大学 鈴木克明 

● インターネット型の大学院でeラーニングの専門家を養成して８年目
になる熊本大学における事例を紹介する。インターネット型だから
こそ質保障はしやすい。何故ならば、すべてが記録・蓄積され、密
室がないから。教育設計学（Instructional Design: ID）を志す社会人
受講生の目は厳しいので、「紺屋の白袴」と揶揄されないようにID
の最先端を自専攻の設計と運用に応用してきた。ストーリー型カリ
キュラムの導入はその一例であり、今後の高等教育の一つの方向
性を示唆する教育方法のパラダイム変革にならないだろうか？ ID
の手法をID以外を教育内容とするすべての領域の高等教育で活用
することが質保障を促進するだろう。講義形式と定期試験に依存せ
ず、自分で学ぶ場としての大学に戻ることを実現するために提案し
た「大学におけるICT利用のサンドイッチモデル」を紹介して、高等
教育における質保障の専門家の意見を求めたい。 
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Figure 9.1 Overall QA process for GSIS 

 

Suzuki, K. (2012). Japan’s Kumamoto University online graduate school (Chapter 9). In I. Jung, T. 
M. Wong, & T. Belawati (Eds.), Quality assurance in distance education and e-learning: 
Challenges and solutions from Asia. New Delhi, Sage Publications India, 139-154 (p. 144).  ｅラーニング専門家をｅラーニングで養成！ 熊本大学大学院 教授システム学専攻 4 
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熊本大学大学院教授システム学専攻 
ｅラーニングによるｅラーニング専門家養成大学院 

遠隔非同期中心のｅラーニングコンテンツ 

2006.7.28 

大学院社会文化科学研究科 
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E-learning World 2006 【J-2】 5 

設置要件を満たす科目概要設計： 

ID的アプローチ 

 
設置申請・認可内容                 

ＧＳＩＳ 
コンピテンシー 

設定・公開 

カリキュラム 

eLP 
コンピテンシー 

科目開発 

コンセプト 

Analysis Design Development 

実現方法 

科目シラバス 
（単位認定条件） 

科目設計 

共通要件 

eLP 
認定資格 

先行事例調査 
（ＦＳＵ，ＯＵ，ＣＭＵ－Ｗ） 

専攻ポータル 

サイト開発 

半期15回の 
双方向指導 

26 
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2006.7.28 

大学院社会文化科学研究科 

教授システム学専攻 GSISシラバスガイドライン 

1．15回の双方向性を持った学習記録を残すように仕組む（例：小テ
スト，クイズ，小レポート，練習問題への回答） 
2．成績評価は複数のレポート・作品＋学習記録（15回分）を組み合
わせ，各項目で6割以上を単位取得最低条件とする 
3．レポート・作品はコンピテンシーと直結させる 
4．学習記録（15回分）の〆切は毎週設定せずに，数回分まとめ学習
を可能にする 
5．非同期科目では日時を指定した同期型の一斉指導は半期で2回
程度までに限定する（残りは非同期，または個別指導） 
6．レポート・作品（または学習記録）に受講者相互の評価（改善への
意見を含む）活動を取り入れる（仮提出→相互コメント→修正・本提出
の基本的な流れ） 
7．科目の導入あるいは複数の課題ごと（15回の学習ごと）に科目担
当者によるイントロビデオを作成する（顔を見せて動機づけをする目
的に限定した短編とし，情報提供は書面を基本とする） 

E-learning World 2006 【J-2】 7 

出典：北村士朗・鈴木克明ら(2007)「eラーニング専門家養成のためのeラーニング大学院における質保証
への取組：熊本大学大学院教授システム学専攻の事例」『メディア教育研究』第3巻2号（特集：e-Learning 
における高等教育の質保証への取組み） 25-35 （表２： p. 28) 熊本大学 大学院社会文化科学研究科 教授システム学専攻 8 / 38 

修了者像に基づく課程設計 
ー出口からの質保証ー 

 
 
 
 
 
  

 コンピテンシーと
直結して授業設
計 

 各科目の先修要
件（前提科目の単
位取得）を設定 

コンピテンシーを体系的に具体化したカリキュラム（履修モデル） 

ｅラーニング 
実践演習 I 

ｅラーニング概論 

インストラクショナル・
デザイン I 

ネットワーク上の知
的財産権及び私権 

遠隔教育実践論 

学習支援情報通信シ
ステム論 

インストラクショナル・
デザイン II 

教育ビジネス経営論 

特別研究 I 

基盤的教育論 

情報リテラシー 
教育における 
ｅラーニング 

特別研究 II 

ｅラーニング 
コンサルティング論 

高度情報通信技術 
の教育利用 

ｅラーニング政策論 

外国語教育における 
eラーニング 

１年前期 

基盤形成 

１年後期 

展開 

２年前期 

応用・実践 

２年後期 

必修 選択 

前提 相乗 

※選択科目は、17科目中の
一部をモデルとして掲示 

ｅラーニング 
実践演習 II 

修了者が備えるべき職務遂行能力 
（コンピテンシー）の設定と公開 

修了者像（出口） 
|| 

ｅラーニング専門家 

熊本大学 大学院社会文化科学研究科 教授システム学専攻 9 / 38 

産学連携による 
人材需要への適合性確保 

 日本イーラーニングコンソシアム（ｅＬＣ）との連携     
 

 ｅラーニング業界団体であるeLCの正会員（国立大学初） 
 

 「ｅラーニングプロフェッショナル（eLP）資格認定制度」 
（ｅＬＣ策定） 
 策定作業に本専攻として協力 

 コンピテンシーや教育内容と認定資格の整合を考慮 

 修了と同時に複数の認定資格を取得可能（相互認定協定） 

 「eLPベーシック」、「eLPエキスパート」、「eLPラーニングデザイ
ナ」（必修科目のみで取得可能） 

 「eLPマネージャー」、「eLPコンサルタント」、「eLPコンテンツクリ
エーター」、「eLP SCORM技術者」（一部選択科目が必要） 

熊本大学 大学院社会文化科学研究科 教授システム学専攻 10 / 38 

学習の質・量確保と 
厳格で一貫した成績評価 

 ｅラーニングの特長を活かした学習の質・量の確保（単位の実質化）  
 
 
 
 
 
 
 

 
 学生・教員間の双方向のやりとり及び学生間相互コメントを含む学習活動の

「見える化」 ⇒ 協調学習環境の実現 
 15回の各授業で「タスク」を課し、数回の「課題」でコンピテンシー確認 

 予め示した評価基準で厳格な単位認定   
 全15回分の「タスク」の修了 ＆ 「課題」のすべてが合格点（ ６割以上） 

 組織的な研究指導 ：学生ごとに主担当教員１名と副担当教員２名を配置 

学習進捗状況（専攻ポータル） 

熊本大学 大学院社会文化科学研究科 教授システム学専攻 11 / 38 

内蔵型ＦＤ・評価による 
教育の組織的質保証 

 デザイン原則の共有化 
 教育設計の専門家が全科

目のシラバス、教材、評価
方法等を点検・指導 

 レビュー会の定例化 
 教員・授業補助者・教材作

成者が一堂に会し公開前に
教育内容の相互点検等を行
う 

 学習モニタリング  
 月別学生別⇒教員会議にて

報告 

 

最
終
ブ
ロ
ッ
ク 

第
３
ブ
ロ
ッ
ク 

（1）授業用シラバス作成 

（2）概要設計 

（3）プロトタイプ開発 

（4）コンテンツ開発 

（5）レビュー会 

（6）公開・運用 

（7）評価 

第
１
ブ
ロ
ッ
ク 

第
２
ブ
ロ
ッ
ク 

… 

本専攻の科目開発プロセス
（内蔵型ＦＤ） 熊本大学 大学院社会文化科学研究科 教授システム学専攻 

完成したばかりなのに 
もう変えるの？! 

 ２年間走りながら生み出した成果 
 「4つのI」を軸とした体系的カリキュラム 

 インターネット大学院の学習支援環境 

 「大学院教育の実質化」に対応した運営体制 

第１期生の修了（２００８年３月） 

eラーニングにおける 

教授方法の更なる改善 
41 / 69 ● 

博士後期課程の開始 

（２００８年４月） 
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①国際産学共同開発による 
「ストーリー型カリキュラム」 

• 先進性を更に進めるカリキュラ
ム改革 

• 複数科目共通の実践的応用場
面のシナリオを作成 
– 並行履修する複数科目をシナリオに関

連付け  ⇒ 統合的な教育課程を導入 

– ストーリー例：ある企業で集合型研修
の一部をｅラーニングに置換する場面 

– カーネギーメロン大学で効果は実証済 

– 我が国最初の試み 

• 国際産学協同開発 
[10頁の1)] 

 

実践的 
応用場面の 

シナリオ 

科目A 科目B 
ストーリー型 

（高い実践力） 

科目A 科目B 
従来型 

（並行履修） 

国際産学協同開発 

[3頁] 

平成１９年度文部科学省大学院教育改革支援プログラム 
ＩＴ時代の教育イノベーター育成 

14 / 30 

①国際産学共同開発による「ストーリー型カリキュラム」 

ストーリーの中で学ぶ…SCCが提供する世界 

既存コースの分析 

紙教材の新規開発 

素材使用希望申請 

商標権侵害 
クレーム対応 

画像使用許諾契約書の作成 新事業部設立計画 学習のe化に関する技術調査 

ネットワーク上の 
知的財産権及び私権 

eラーニング概論 

学習支援情報通信
システム論 

インストラクショナル・ 
デザインI 

教育ビジネス経営論 

e-Learningシステム開発・販売 

 生き残る鍵 → IDに基づく高品質な製品 

 ３年後の株式上場を目指すベンチャー 

学生 
転職したての 

新入社員 

関連科目群 
（1年前期必修） 

ストーリーの中で学ばせることで、 
学習内容をメタ認知的に捉える機会を提供 

熊本大学 大学院社会文化科学研究科 教授システム学専攻 

「ＭＴＭ社の１社員」になり、降り注ぐ上司の指示へ「学びながら」対処！ 

２００８年度～ 

① 

Ｅ/Ｌ
概論 

 

Ｂｋ1 

② 

Ｅ/Ｌ
概論 

 

Ｂｋ２ 

③ 

Ｅ/Ｌ
概論 

 

Ｂｋ３ 

④ 

ＩＤ１ 

 

 

Ｂｋ1 

⑤ 

知財 

私権 

 

Ｂｋ１ 

⑥ 

ＩＤ１ 

 

 

Ｂｋ２ 

⑦ 

ＩＤ１ 

 

 

Ｂｋ２ 

⑧ 

ＩＤ１ 

 

 

Ｂｋ３ 

⑨ 

Ｅ/Ｌ
概論 

 

Ｂｋ４ 

⑩ 

知財
私権 

 

Ｂｋ２ 

⑪ 

知財 

私権 

Ｂｋ
3/4 

⑫ 

通信
シス 

 

Ｂｋ１ 

⑬通
信シ
ス 

 

Ｂｋ２ 

⑭ 

教ビ 

経営 

Ｂｋ
1/3 

⑮ 

Ｅ/Ｌ
概論 

 

Ｂｋ５ ４
月 

８
月 

ID 1 Ｂｋ１ 

N/W上の知財権および私権 
Ｂｋ１ 

Ｅ／Ｌ概論 

Ｂｋ1 

ID 1 Ｂｋ２ ID 1Ｂｋ３ ID 1 Ｂｋ４ 

N/W上の知財権および私権 
Ｂｋ２ 

N/W上の知財権および私権 
Ｂｋ３／４ 

～２００７年度 

Ｅ／Ｌ概論 

Ｂｋ２ 

Ｅ／Ｌ概論 

Ｂｋ３ 

Ｅ／Ｌ概論 

Ｂｋ４ 

Ｅ／Ｌ概論 

Ｂｋ５ 

４
月 

８
月 

学習支援情報通信システム論 

Ｂｋ１ 

学習支援情報通信システム論 

Ｂｋ２ 

教育ビジネス経営論 

ＢＫ１／（３） 

SCC導入による構造化＆系列化設計 
～１年前期の科目構成の組替え～ 

１年後期から
の移行 

46 / 69 ● 

16 / 30 

②国際連携によるｅポートフォリオ活用教育改善システム 

ポートフォリオの活用事例：最終試験 

 最終試験（レポート形式） 

 コンピテンシー達成度を自己評
価し、その証拠となる作品等を
紹介する要約文をまとめたもの 

 レポートの作成は 3ステップ  
 
 
 
 
 
 
 

 
 希望者を募り、本年度修了生を中

心に利用を開始 

STEP1: 選択 STEP2: 省察 

STEP3: 公開 

予め登録されている 

成果物の中から選択 

コンピテンシーの 

達成度を自己評価 
（高度・中程度・最低限・未達成） 

自己評価の 

理由を記述 
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質保証の５レベル＝いらつきのなさ＋うそのなさ
＋わかりやすさ＋学びやすさ＋学びたさ 

鈴木克明（2006.11）「IDの視点で大学教育をデザインする鳥瞰図：eラーニングの質保証レイヤー
モデルの提案」『日本教育工学会第22回講演論文集』337-338 

応用課題1（プロジェクト型） 
共有・公開可能な成果物 

１
年

生
の

科
目

 

１
年

生
の

科
目

 

１
年

生
の

科
目

 

                                                           ２年生の科目群 

３年生の科目群 

４年生の科目群 

               eポートフォリオ     学習インフラ（応用） 

                                       eラーニング（LMS）    学習インフラ（基礎） 

使い方 
教育 

教養教育 

アドミッシ
ョン 

ポリシー 

ゼロ年次
教育 

ニーズ 
調査 

卒業生 
追跡調査 

学部・学
科カリキ
ュラムポ
リシー 

自己主導 
学習 

通学生 通信生 

基礎情報・学習履歴 

就職活動 第三者評価 

省察と自己アピール 

学習支援サービス 

オリエン
テーショ

ン 
TA 

学生チューター 

応用課題 

応用課題 

応用課題 

応用課題 2(プロジェクト型） 
応用課題 3(プロジェクト型） 

全
学
共
通 

ディプロマ 
ポリシー 

ディプロマ 
ポリシー 

FD/SD/ED機能 

目標設定 
 
前提知識確認 
 
 
体験共有 
動機づけ 

導入課題 

対面 
講義 

教
科
書 

音声
教材 

クイズ 

情報提供 理解の確認 

複数回挑戦 
自動採点・記録 
完全習得学習 OER; Web Quest 

学
部
・ 
学
科
・
領
域
ご
と 

建学の 
精神 

ラーニングコモンズ 

授業改善 

授業外支援環境 

応用 
基礎 

使い方 
教育 

鈴木克明（2012）「大学における教育方法の改善・開発[総説]」日本教育工学会論文誌、36（3）（特集号：大学教育の改善・FD）：171-179 


